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北病棟チームカンファレンス記録

平成２０年　１０月　４日　（土）

司会　藤原　英佳　　　記録　加藤　敦子
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・「精神障害者の退院と地域生活定着に向けた医療福祉包括型ケアマネジメントの
あり方の検討」前回もご紹介したものですが報告書の在庫はないものの、日本精
神科看護技術協会のHPにデータがアップされましたので興味のある方はご覧にな
ってください。（プリントも容易かと思います）不明な点は佐々木JGMまで
お問い合わせください。

・来週（10/10）の歯科診察は古川医師の都合で10月8日(水)に変更となります。

・インフルエンザ予防接種について、生活保護受給者、非課税者の場合、家族及び本人からの申請が必要になる為、市庁の健康増進課へ行き手続きが必要になります。対象の患者様の場合、家族連絡時伝えて下さい。
　又、事前申請書が当院へ届いていますが、御家族様の御協力が得られない場合は患者様に記入して頂き、印鑑を押し郵送か、外出にて市役所の健康増進課へ手続きを行うようスタッフは周知お願いします。

＜患者様連絡事項＞

・蛯名　勝幸様～本日、外泊訓練の為一泊二日自宅へ外泊されています。

　　　　　　　　ご家族様より来週も外泊届けが出ており、毎週のように外泊されています。又、最近腰痛の訴え聞かれ、日課・プログラムへの参加に消極的な様子がみられてきています。　
外泊時の様子・帰院時の様子等、観察・確認行い担当医へ情報提供していきましょう。

・板橋　雅勝様～本日、お母様の面会ありました。明日の外出に関して、電話連絡方法の再確認をおこなっています。

　　　　　　　　インフルエンザの予防接種の許可を頂いています。

・滝澤　久江様～本日、妹様の面会がありました。

　　　　　　　　その際、湿ったタオルケット・洗濯物がベッド柵に干されていたとの事です。乾燥機を使用したにも関わらず、半渇きで本人様はスタッフへ伝えたとご家族様へ話されたとの事です。ご家族様は「本人はあの通りだから…」と話していますが、どのような事でこうなっているのか？対応はキチンとして頂いたのか？とご家族様よりコメントがありました。

　　　　　　　　本人の洗濯機使用（使い方・何かあった場合にスタッフへ申し出る事ができるのか？等）の評価を行い、スタッフの介入方法に

　　　　　　　　ついて検討していきましょう。　　　　　　　　　　

・飯豊　信雄様～本日、朝食時のふりかけを溢される事あり、スタッフ確認すると溢された事は認めていました。処理方法について介入すると、｢片付けなくてもいいったっきゃ｣と話され、誰がか聞くと｢あんだ(スタッフ)が片付けなくてもいいって喋ったべ！｣と表情硬くさせ怒った様に話されています。スタッフが話していない事話していますが、表情硬くさせたままでした。また、病棟でも冴えない様子　　　　　　　　

　　　　　　　　で上目遣いに周囲の様子を凝視している事があります。

　　　　　　　　日課の取り組み状況の観察・確認と共に、異常体験に左右され

　　　　　　　　病棟を離れる等の行動についても併せて観察・確認していきましょう。また、担当スタッフは単独外出（買い物）へのケア評価を　　　　　　　

　　　　　　　　次回のケースカンファで報告できるようにして下さい。

＜転出患者様＞

・佐々木　康子様(51歳)の離院、病棟移動について報告致します。

　　　　　　　　　　　病名　：統合失調症　2回目の入院

　　　　　　　　　　主治医　：川端医師

　　　　　　　　　　入院形態：任意入院

　＜入院経過＞

　　　平成14年　交通事故後処理でストレスになり被害妄想が出現

　　　　　15年　精神状態悪化、体重15ｋｇ減、被害妄想増強し当院に

　　　　　　　　医療保護入院。多量服薬・離院歴あり

　　　　　19年　徐々に入院症状改善し、11月西病棟から北病棟に移動。

　　　　　　　　任意入院に切り替え、本人希望とする社会復帰に向け

　　　　　　　　て生活リズムを整えていた。

　　　　　20年　近日、「衝動的に岩手の家に帰りたい、こんな事すると

　　　　　　　　退院できなくなるよね」と言い気分不安定さありながらも

　　　　　　　　社会復帰に出来るように、金銭管理・自己服薬管理訓練

　　　　　　　　等に取り組んでいた。

・10月3日(金)　
12時45分　軽装、ポシェト1つ持ち「よこまちスーパーにいって来ます」と普段通りにいかれています。

　　　14時00分　帰棟していない事に気付き病棟内探すがいない

　　　14時15分　岩手久慈のお姉様(晴山様)よりタクシーで帰ってきたと電話連絡あり。

　　　　　　　　　本人と電話で話し、「買い物に行ったら目の前の文化タクシーに衝動的に乗った」と話す。

　　　　　　　　　所持金3千円程度を確認している。

　　　15時00分　主治医に連絡し、東A棟に移動指示

　　　16時20分　お姉様と共に帰棟。「東Ａに行くのを覚悟して帰ってきた」と淡々と話し大きな精神的同様や不安定さは無い。

各スタッフは許可範囲内での外出時に留意事項や離院発生時の対応の再確認と併せ、

今回の離院における背景や本人へのそれぞれの関わりについて振り返るようにし

ましょう。　　　　　　　

















































